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令和２年度 事 業 計 画 

 

１ 基本方針 

我が国においては、更に進展する高齢化社会に対応するため、社会保障と税の一体

改革をはじめ人生１００年時代における一億総活躍社会に向けて、全世代型社会保障

の基盤強化などの様々な取組が進められています。福祉分野においては、その目指す

姿として「地域共生社会」の実現が掲げられています。その実現には、これまでの地

域福祉活動の推進に加えて地域包括ケアシステムや生活困窮者の自立支援、あるいは

日常生活自立支援などとも重層的に連動した「包括的支援体制づくり」が求められて

います。 

 登米市においても少子高齢化が進む中、世帯構成の変化や生活困窮などの諸事情に

より、複雑多岐な課題を抱える世帯などがこれまで以上に増加していくことが想定さ

れており、「地域包括ケアシステム」の推進に向けて、医療・介護・住まいの体制づ

くりが進められています。 

本会では、平成２８年度に策定した「第二次地域福祉活動計画（平成 29～令和 2年

度）」に掲げた事業・活動が有効かつ効果的に展開ができるよう、登米市より受託し

ている生活支援体制整備事業の推進と合わせ、見守り活動やサロン活動、居場所づく

り等々、弱まりつつある人や地域の繋がりを改めて構築するための取組を進めてきま

した。中でも地域の問題、課題は地域で解決するといった、地域住民が自ら考え、互

いに協力し合って進める新たな事業が誕生したことは、大きな成果でありこれからの

地域づくりに大きな弾みとなりました。本年度は「第三次地域福祉活動計画」の策定

の年にあたるため、これまでの各種事業の評価・検証した内容を踏まえ、「地域づく

りは人づくり」と言われるように住民一人ひとりが我が事としてとらえ、協力し合っ

て地域課題の解決に取り組めるよう、各種事業とリンクさせながら計画づくりをして

まいります。 

また、これら地域福祉事業の推進を図るためには安定した財源の確保が重要であり

本会の事業運営に係る財源は、主に市民の皆様から拠出していただく会費、寄附金、共同

募金配分金のほか、国・県・市からの補助金や受託金並びに介護保険、障害福祉サービス

事業の介護報酬等からなります。その中でも会費や寄附金、共同募金配分金については、

毎年増額への努力を続けておりますが現状維持もままならない状況が続いております。 

特に会費や共同募金は、人口減少や価値観の変化等が影響し、合併当初と比較すると大幅

な減少となっています。少子高齢化や人口減少が加速する中で極端な増収は難しい状況に

ありますが、自主財源のこれ以上の減収は、本会の地域福祉事業の推進に大きく影響を及

ぼすことから、これまで以上に社協への理解と協力を得られるよう、昨年作成したマスコ

ットキャラクター「ふくまる」を有効活用しながらＰＲに努めてまいります。 

市からの補助金（人件費）については、平成２３年度から２７年度で総額１，５００万円

減額された以降は現状を維持できていますが、本年度は補助区分の見直しにより補助金総

額から指定管理施設分の人件費が区別されるなど、補助金に対する新たな動きが出てきて

いますので、現状維持を図るためにも登米市の十分な理解が得られるよう努めてまいりま

す。 
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市の受託金は、実績の低迷や消費税の増税が影響し予算編成に困難をきたしている生き

がい対応デイサービス事業や配食サービス事業について、増税分も含め受託金の増額を登

米市に要望してきましたが十分な確保ができない状況にあり、運営形態の見直しや職員配

置の見直し等を行いましたが十分とは言えません。登米市の財政状況は今後益々厳しくな

ると思われますので、事業運営に最低限必要な受託金が確保できなければ今後の事業継続

について登米市と協議を進めていく必要があります。 

本会の財政基盤を支える介護保険事業、障害福祉サービス事業については、平成３０年度

から微増での介護報酬改定や東和デイサービスセンターの地域密着型移行、特別養護老人

ホーム風の路の個室化移行の成果が表れ始めたこと等によって経営は横ばいの状況にあり

ます。しかしながら、設備備品の更新や施設老朽化による修繕や維持管理費の経費負担の上

昇により、安定経営とまでにはいかない状況にあります。特に、これまでと比較し実績が落

ちてきている事業所が多く、単年度収支で赤字となった事業所もあったことから、これまで

以上に不採算事業所が増えないよう徹底した経営分析を図り、利用者の新規開拓や利用実

績の拡大等を強力に進めてまいります。 

今年に入り全国で猛威を振るっている新型コロナウイルスは、本会事業へも大きな影響

を及ぼしております。今後の状況次第では、事業運営等にも影響が出てくることが懸念され

ますので、国や登米市の動向を注視し、的確な情報収集と迅速な対応を図り、サービス利用

者、市民はもとより職員の安全確保に最大限努めるとともに、本会事業の停滞を最小限にと

どめられるよう全職員が共通認識のもと連携を強化し、一丸となって対応してまいります。 

 

 

２ 基本理念 

    「一人ひとりの力を合わせ みんなの幸せのために」 

(登米市地域福祉活動計画基本理念)  

 

３ 基本目標 

市民が住み慣れた地域で安心・安全な生活を維持するため、地域課題を自らの課

題としてとらえ、住民同士がともに考え行動できる地域づくり、人づくりを基本と

して本会がこれまで推進してきた各種事業を関連付けながら、市民がそして地域が

必要とする活動への支援と円滑な運営が可能となるよう体制を整備します。 

地域コミュニティの再生や維持、包括的なサービスの提供等「地域共生社会の実

現」「地域包括ケアシステムの構築」の一役を担うため、第２次登米市地域福祉活動

計画に掲げる次の３点を基本目標とします。 

   

①きづき    ～ 自ら「自分の住む地域の福祉課題」にきづく ～ 

②つながり   ～ 住民一人ひとりの絆を深める ～ 

③ささえあい  ～ 多くの手で地域福祉活動を推進する ～ 
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４ 重点事業 

 第２次登米市地域福祉活動計画及び本会強化発展計画の最終年として、次に掲げる内

容を重点事業といたします。 

（１）組織・事務局体制の強化及び財政の健全化 

① 職員の人材確保と育成及び定着の強化 

② 経営分析による経営課題の改善と財政の健全化 

③ 職員の働き方改革の推進と非正規職員の処遇改善 

④ 職員定員適正化計画の見直し 

⑤ 各種補助金、受託金等の適正な確保 

⑥ 会員加入促進及び共同募金活動の支援強化による地域福祉事業の財源確保 

 

（２）地域福祉活動の充実・強化 

① 小地域ネットワーク事業及び地域福祉教育推進事業の推進 

② 高齢者の趣味活動への支援 

③ ボランティアセンター(災害ボランティアセンター含む)の充実 

④ 総合相談体制の充実・強化と他関係機関との連携 

⑤ 住民意識を把握するためのニーズ調査の実施 

⑥ 地域ささえあい事業の推進 

 

(３)受託事業の効率的サービス提供 

① 指定管理施設の適正な管理運営と本会拠点確保の検討 

② 受託事業の円滑な運営及び今後の方向性検討 

③ 地域連携によるミニデイサービス・シニアサロンの全市展開推進 

④ 日常生活自立支援事業の推進 

⑤ 生活支援体制整備事業の推進 

 

（４）介護保険事業の充実強化 

① 介護保険事業所の経営課題の改善と経営基盤強化 

② 処遇改善による介護職員等の離職防止と職員定着の強化 

③ 利用者本位の福祉サービスの提供と自立の支援 

④ 職員の意識改革及び良質なサービスの維持向上 

 

（５）障害者支援の推進・強化 

① 障害福祉サービスの健全経営と自立のための支援体制整備 

② 障害福祉サービスにおける利用者本位のサービスの提供・支援 

③ 新規収益事業の検討及び実施による作業工賃の増額 

 

（６）必要な情報の提供 

  ホームページ、社協だより及び支所だよりの充実、ＳＮＳ等の活用による迅速な情

報提供と市民・関係機関等との双方向化の展開 
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【法人運営事業】 

 社会福祉法人制度改革により、「経営組織のガバナンスの強化」「事業運営の透明性

の向上」「財務規律の強化」「地域における公益的な取組を実施する責務」等が、全て

の社会福祉法人の使命として、その在り方が徹底されました。本会ではそれらを踏ま

えつつ、市町村社協の使命である「地域福祉の推進」「連携・協働の一層の推進」「情

報提供の充実」を積極的に推進しながら、更に「財政運営の健全化と持続可能な財政

基盤の確立」「経営組織体制の効率化」を目指し、一層の改革と組織の充実強化を推

進してまいります。 

 また、地域住民の皆様から求められ信頼される社協像とそれに相応しい地域福祉事

業を効果的に推進するため、将来を見据えた人材確保と育成、定着のための処遇改善

について、財源のあり方を含め経営基盤の安定にスピード感を持って取り組んでまい

ります。 

 

１ 組織体制の強化 

 本会は、地域福祉を推進する公益性の高い民間の組織として、自立した組織基盤が

必要です。その根幹である理事会・評議員会、各種部会・委員会を開催し、経営組織

のガバナンスを確保するとともに、役員等の研修会を実施し、組織の充実強化と資質

向上を図ります。 

 併せて、地域福祉や介護保険等事業のより一層の充実強化のため、それぞれの分野

の専門性を高めるための研修会参加や資格取得等の奨励を積極的に行い、職員の総合

的なスキルアップを図ります。 

 平成３１年４月より働き方改革関連法が施行され、各種施策が実施されます。その

中でも同一労働同一賃金は、職員の体制を再検証する機会と捉え、財政健全化の検討

と併せた実施に向けての早急な協議が必要になります。職員のモチベーション向上の

ためにも安心して働き甲斐のある職場づくりへの体制構築に取組んでまいります。 

部 会･委員会 開 催 予 定 

１ 役員会等の開催  

 正・副会長会議 随時（年 6回） 

 理事会 6･7･9･12･1･3月（年 6回） 

 評議員会 6･7･12･1･3月（年 5回） 

 監事会 4･6･10･11月（年 4回） 

監査会及び外部監査 5･11月（年 3回） 

２ 部会の開催  

 総務部会 9・12・2月（年 3回） 

 地域福祉部会 6・10・2月（年 3回） 

 介護福祉部会 6・10・2月 (年 3回) 

３ 本部に設置する委員会の開催  

 評議員選任・解任委員会 随時 

 財政健全化検討委員会 随時（年 12回） 
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 生活福祉資金貸付調査委員会 随時 

 生活安定資金運営委員会 随時 

 共同募金配分委員会 9･12･3月（年 3回） 

 広報委員会 年 4回 

 広報モニター会議 年 3回 

 支所長会議 年 12回 

 運営検討委員会 年 8回 

 福祉活動専門員会 年 8回 

 
介護保険事業運営推進会議（管理者会

議・各部会） 
管理者会議年 3回、各部会年 4回 

 
生活支援体制整備に係る協議体 年 3回（第 1層及び第 2層） 

地域ささえあい事業運営委員会 6・9・12月 

 
その他、会長が本会の運営上諮問を要

すると認めた事項に関する委員会 
随時 

４ 支所に設置する委員会の開催  

 

地区委員会 6･10･3月（年 3回） 

福祉活動推進員長会議及び研修会 各年 1回 

生活安定資金運営委員会 随時 

委員等の研修会 随時 

その他、会長が本会の運営上諮問を要

すると認めた事項に関する委員会 
随時 

５ 各種研修会の開催  

 

役員先進地視察研修会の開催 11月 

新任職員研修会の開催 4・7・10・1月（年 4回） 

職員各種実務研修会の開催 随時 

 

２ 財政運営 

 本会が実施する福祉事業の財源は、その多くが登米市からの補助金や受託金の公費

財源で占められており、その金額の増減は事業推進に大きな影響を及ぼすようになっ

ています。本会としては、引き続き登米市への支援を要望しつつ、一般財源である会

員会費や共同募金配分金、介護保険事業等の報酬を含め、自主財政の確保に努めなけ

ればなりません。 

財政運営は、費用対効果の観点から事務事業のスクラップ・アンド・ビルドを基本

姿勢に、常に徹底した点検・評価を行う中で、問題や課題を先送りせず、優先度や事

業効果の低い事業、または不採算事業については整理を行い、優先度の高い事業への

財源の重点化を図るなど、スリムで活力のある機能的かつ健全な財政運営を目指して

いきます。 

また、前年度に引き続き財政健全化検討委員会を開催し、法人全体の経営分析と財

政健全化について検討してまいります。 
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３ 会員募集 

 会員加入率を上げるには厳しい状況ではありますが、市民の皆さんが抱えている問

題は地域全体の問題としてとらえ、社協の運営面においても市民一人一人が会員とな

って参画していただくという意味での｢住民会員制｣の仕組みをとっていることから

も貴重な一般財源であり、社会福祉協議会活動の拡充、主体性の強化のためにも、そ

の財源割合を高めていくことが、今後ますます重要になってきます。 

 会員募集の方策として、広報活動の充実はもとより、本会の事業展開により有効に

財源を活用していることを市民に理解していただき、特に新規の賛助会員・特別会員

加入推進を図ります。 
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【社会福祉事業】 

住民からいただいた会費を財源としての事業。本部支所間相互の連携を密に事業の効率

的・効果的展開を図ります。また令和 2 年度は第 3 次地域福祉活動計画の策定年度でもあ

り、第 2 次地域福祉活動計画の中間評価をもとに事業の見直し等を含め事業基盤の強化に

努めていきます。 

 主  な  概  要 

 
 
 
 
 
 
 
 

地 

域 

福 

祉 

推 

進 

事 

業 

（小地域ネットワーク事業） 

本会事業対象者を中心としながら、地域内の一人暮らし・二人暮らし高齢者世帯等

の要援護者並びに社協事業にかかわっている方の台帳整備を行ったことから、令和 2

年度は更に安心安全な暮らしの確保のため、関係者と情報共有しながらネットワーク

の構築をおこなっていきます。 

（地域福祉教育推進事業） 

助成事業を通し、社協会員加入の推進と地域づくりに参画します。地区懇談会等を

通し地域の良いところや、課題の発見解決に努め、小地域ネットワークの構築を図っ

ていきます。 

（社協だより・SNS の発信） 

社協マスコットキャラクター「ふくまる」を常時使用し PR に努めていきます。社

協だよりについては、広報モニターや市民から意見をいただき見やすく、わかりやす

い社協だよりの作成に努めます。また、Facebook やホームページ等 SNS を活用し若

年層にも関心を得られるような、情報発信を行います。 

（福祉のつどい・地域福祉フォーラム） 

地域福祉の理解、啓発のため福祉のつどい・地域福祉フォーラムを例年開催してお

りましたが、地域福祉フォーラムを生活支援体制整備事業と複合させ、市民が主体と

なるフォーラムの開催を目指すことにより、これまで以上に多くの関係者、市民の参

加できるように企画していきます。 

生
活
相
談
事
業 

（定例相談・法律相談・相談員研修） 

身近な相談場所として関係機関の協力を得、各支所で毎月実施します。〔12回〕ま

た専門的な相談が増えていることから法律相談の回数を令和 2 年度は増としていま

す。（6回から 7回） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業 

 

（ボランティアセンター事業） 

ボランティアの育成、相談、斡旋をしていきます。ボランティア人口を増やすため

「ボランティアＰＲ」を開催。育成のため「ライフアップ講座」開催。活動の場の提

供のため「ボランティアフェスティバル」「施設とのマッチング」等の開催を行うな

ど、関心と継続につながる事業を行っていきます。 

また、今年度の台風 19 号の災害をふりかえりから、支所ごとに身近な住民同士の

つながりの大切さを再確認し、災害時に協力いただけるボランティア育成講座等を開

催していきます。 
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【共同募金配分金事業】 

共同募金配分金の一般募金（地域福祉事業費）や歳末助け合い配分金を財源として、各

地区特色のある事業を展開していますが、年々募金額は減少しています。 

令和 2 年度はマスコットキャラクター「ふくまる」を十分活用しながら募金増を目指し

ます。また、共同募金・歳末助け合い募金の使途の見える化を図り、支所ごとに行ってい

た事業の内容統一化やブロックごとまたは、市全体事業に変更し、経費削減と支所職員の

負担を軽減していきます。 

 

 
 

一 

般 

配 

分 

金 

事 

業 

児童・青少年福祉活動事業 （福祉体験学習講座） 

福祉教育を推進するため、福祉体験学習プログラム

を平成 27 年度に作成しました。学校からはそれによ

り防災学習を含め依頼が来ています。今年度は学校と

の情報交換会を通し福祉体験学習プログラムの見直

しを行い更に充実したものにしていきます。 

福祉育成・援助事業 (高齢者趣味活動・親子フェスティバル（仮称）) 

高齢者の生きがいと健康づくりに気軽に参加でき

るよう趣味活動を企画し勧めていきます。また、子育

て支援事業として関連する団体と協議しながら「親子

フェスティバル（仮称）」を開催し、子育て世代にも社

協事業を PRしていきます。 

ボランティア活動育成事業 （各種ボランティア講座） 

配食・ミニデイサービスボランティアの皆さんが安

心して協力いただけるような研修を行います。 

ボランティアの育成として「ライフアップ講座」を

開催し、男性の巻き込みやボランティア活動への誘い

の場として実施します。 

歳末助け合い配分事業 （地域ささえあい事業） 

対象者となる方々に対し、情報周知が不足すること

がないよう社協だよりや会議等での周知に努めます。 

（「生活困窮世帯支援」「火災見舞金」「子育て支援」「フ

ードバンク」「地域歳末支援事業」） 

子育て支援金支給が 4月 1日より各支所での開始と

なります。 
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【受託事業】 

登米市からの委託を受け市内全域を平均化及び均一化したサービス提供に努めていきま

す。生活支援体制整備事業については、生活支援コーディネーターが現在 6 名であり、業

務内容から 2町域の兼務は負担が大きく、職員の定着が難しい状態となっています。また、

受託事業に携わる職員は嘱託・臨時・非常勤職員がほとんどであり、働き方改革により同

一労働同一賃金により給与等の改定もあり委託料の据え置きは厳しいものがあります。特

に単価契約の生きがい対応デイサービス事業と配食サービス事業は、最低賃金の引上げや

消費税の増税等経済状況の変化から収支がマイナスとなっています。生活支援コーディネ

ーターの増員や単価金額の増額をこれまで、数回に渡り市に要望しておりますが改善され

ません。利用者や市民へのサービス低下にならないよう工夫や努力はしておりますが、令

和 2 年度はかなり厳しい状況にあります。引き続き市に要望していきますが、受託事業の

今後について本社協の方向性について協議していきます。 

 
 

登 

米 

市 

受 

託 

事 

業 

（
登
米
市
福
祉
事
務
所
・
長
寿
介
護
課
所
管
） 

生きがい対応デイサービス 65歳以上の一人暮らし高齢者（日中独居含み）で虚

弱状態にある高齢者に対し生きがいの場、生活の助

長、心身機能の維持向上、社会的孤立感の解消を図っ

ていくことを目的としています。社協事業を通し高齢

者のひきこもり等にきづき関係機関につなぎながら

サービス利用につなげていきます。 

家族介護支援事業 在宅で介護されている方に対し、介護者の健康増

進・リフレッシュを図ることを目的に開催していま

す。9月に市内全体で 1回開催予定。 

移送サービス 在宅歩行困難な障害者及びその他の理由により、公

共交通機関の利用困難な方に対し、車いす・ストレッ

チャーで通院等の移動手段や社会参加の手段を確保

しています。利用時間帯が重なりお断りする場合があ

りますが、時間調整を促しながら効率的に運行してい

けるようにしていきます。 

ミニデイサービス・シニア 

サロン事業 

高齢者の介護予防の一環として、健康づくりと社会

参加を目的とし全行政区での開催を目標とします。

（ミニデイ・シニアサロン未登録 27行政区  

開催行政区 275/302 91％ R2.1月現在） 

配食サービス 食事の調理等が困難なおおむね 65 歳以上の高齢者

に対し、地域のボランティアの方々に協力（調理・配

達）を得ながら栄養のバランスの取れた食事の提供並

びに声掛けを重視しながら見守り活動も行っていき

ます。また、現状課題（利用者の減）について、利用

者や包括・居宅にアンケート調査をおこない事業形態

の見直し等検討し、ニーズに沿った事業展開をしてい

きます。 
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生活支援体制整備事業 介護予防と生活支援サービスの拡充に向け、地域住

民とともに生活支援コーディネーターが中心となり

地域に出向き地域資源の発掘や課題把握に努めて実

施してきましたが、事業委託 5年目となる令和 2年度

は 5年間の実績報告を行いながら、更に支所職員とと

もに高齢者の健康づくりと住民同士の生活支援体制

が構築されるよう努力していきます。 

登米市米山・南方地域包括支

援センター 

高齢者及び認知症の方が、住み慣れた地域でその人

らしい生活を維持することができるよう包括的、継続

的な関りを持ちながら、登米市・医療機関・介護サー

ビス事業所・ボランティア等と協力しながら総合的な

相談に対応していきます。 

福祉センター運営事業 迫・登米・中田老人福祉センター、東和地域福祉セ

ンター、石越福祉センター、米山総合保健福祉センタ

ーの指定管理が 5 年間から 3 年間と変更になりまし

た。行政では 3年の指定期間中に公共施設の在り方を

検討していく意向であります。社協として、大規模修

繕については仕様書に沿った管理業務に努めながら

社協の拠点場所について検討していきます。 

 
 
 
 

県
社
協
受
託
事
業 

日常生活自立支援事業 宮城県社協より委託、登米市地域福祉サポートセン

ター（まもりーぶ登米）が主体となって実施。判断能

力が不十分な方に対し、日常生活の自立へ向けた援助

として初期相談・調査から契約までの支援、日常的な

金銭管理業務を主体的に実施。 

関係機関に対し利用者への事業周知を図るとともに、

安定的な支援員（支所）の確保に努め事業の推進を図

ります。 

生活福祉資金貸付事業 貸付運営委員会を開催することにより資金の運用、

償還指導を県社協に協力のもと行っていきます。 

 生活安定資金貸付事業 低所得者に対する生活資金の相談、貸し付けを行い

ます。また、生活の見直しや償還指導についても、自

宅訪問や関係機関と協力していきます。 
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【介護保険・障害福祉事業】 

厚生労働省の福祉・介護人材の確保の推計によると、介護人材の需要は、２０２０年

度で約２６万人、２０２５年度では約５５万人の介護職員が不足すると見込まれており

ます。こうした中、国においては令和元年１０月に消費税率引き上げに伴う臨時介護報

酬改定と介護人材の更なる処遇改善に向けた新たな処遇改善加算を創設し、介護職員の

不足解消に向けた施策を進めております。 

本会においては、処遇改善手当の支給にあたって、支給方法と事業種別による支給額

の見直しにより、離職が若干減少しておりますが、他法人等への正規職員採用での離職

が依然として少なからず続いております。人材確保が困難な事業としては、ホームヘル

プサービスと特別養護老人ホームが顕著となっている現状にあります。 

入所系施設を除く介護保険各事業においては、東和デイサービス、中田デイサービス

の利用実績の落ち込みが著しく、地域性の問題や事業所間競争によるところが大きく、

新規利用者の極端な増加は期待できないことから、中田デイサービスの地域密着型事業

指定への移行を進めることとします。 

登米市内の介護保険事業所、特にデイサービス事業所については飽和状態になりつつ

あり、事業者間競争が激化の様相を呈しております。このような状況の中にあって、市

内の機能訓練型デイサービスは利用者が増えていることに鑑み、本会としても厳しい財

政状況にありますが、機能訓練に特化したサービスへの転換を検討するとともに、人材

確保及び利用者確保の課題はありますが、良質なサービスの提供による顧客満足度を高

めつつ、収益性を高める事業のあり方を追求してまいります。 

障害福祉サービス事業については、令和２年２月末日に計画相談支援事業所を廃止と

し、利用者の他事業所への移行を進めましたが、セルフプラン対応の利用者が多く、本

会事業所による支援が必要となりますので責任を持って配慮ある支援を心掛けてまい

ります。また、豊里工房なかまの相談室等増改築にあたり、社会福祉法人清水基金の助

成金交付が決定しましたので、増改築実施により施設の環境整備を図ります。 

さらに、工房なかまとあやめ園については、新規収益事業の具体的検討のための委員

会を設置し、工賃増強へ向けた事業展開を検討してまいります。 

本会介護保険事業及び障害福祉事業の諸課題を的確に捉え、それぞれの課題解決へ向

けた方策を講じ、サービス運営体制の強化及び経営基盤強化を進めてまいります。 

 

事業名 基 本 方 針  

介護保険事業

等運営推進会

議 

介護保険事業並びに障害福祉事業の適切かつ適正な事業運営と安定

経営を図るため、課題解決や総合的な整備・充実について、研究・協

議を行うことを目的として開催いたします。 

管理者全体会議をはじめ、居宅介護支援部会、デイサービス部会、

地域密着型事業部会、訪問介護部会、障害福祉部会の目的・機能を十

分に活かし、介護保険事業等全体の活性化を図って行きます。 

(各部会年４回以上、管理者全体会議年３回以上開催) 

 

居宅介護支援

事業 

介護保険サービス利用における要として、可能な限りその居宅にお

いて有する能力に応じた日常生活を営むことが出来るよう配慮し、利
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用者の選択に基づき適切な医療、福祉サービスが多種事業者から総合

的かつ効率的に提供できるよう、公正・中立な支援を行います。                           

専門的研修等の受講によるスキルアップと多くの専門職との連携によ

り、複雑多岐に渡る問題を抱えた利用者及び家族への適切な支援を行

います。 

＊介護支援専門員１名当たり、月平均管理給付数＝３５名目標 

デイサービス

事業 

利用者と家族の希望や意見に耳を傾け、住み慣れた地域で自立した

生活が送れるよう、地域や関係機関と連携し必要な介護サービスを提

供します。事業所の長所を職員が十分把握・理解し、利用者や家族が

安心して利用継続できるよう、改革・改善を続けていきます。  

介護技術向上や認知症への理解など、専門性を高める為の自己研鑽と

して、研修などへの積極的な参加に努めます。 

＊定員に対する利用率 

  東和デイ（地域密着型）＝７５％目標   

  中田デイ       ＝７５％目標 

  米山デイ       ＝９５％目標 

  石越デイ       ＝８０％目標  

ホームヘルプ

事業 

在宅で安心して過ごせるよう、柔軟に対応できるスタッフの確保育成

に努めます。個別に対応する業務の特性上、スタッフ個々の力量が事業

所の評価に繋がりますので、内部研修の実施や外部研修への積極的な参

加により、スタッフ全員の支援技術向上を進めます。自立した生活の実

現の向け、適切なアセスメントを基に個別援助計画の作成と実行を徹底

し、「信頼され選択されるサービス事業所」を目指します。 

＊月訪問延べ件数＝９００件目標 

特別養護老人

ホーム 

「風の路」 

(地域密着型) 

 事業計画書【別紙】 

 ＊長期入居率 ＝ ９８％目標 

 ＊短期入居率 ＝ ９５％目標 

認知症高齢者

グループホー

ム事業 

(地域密着型) 

入居者一人ひとりの能力を把握、分析し、一人ひとりの思いや生き方

を尊重し安心して生活が送れるよう、職員全員の共通理解のもとで統一

した支援を行います。状態が日々変化する入居者への的確な対応が維持

できるよう、職員の育成・確保と積極的な研修への参加により専門性を

磨きます。 

＊入居率 ＝９９％以上目標 

豊里福祉作業

所 

｢工房なかま｣ 

利用者一人ひとりの頑張りを評価し、自信とやる気を引き伸ばすこと

で、意欲と生きがいが持てる作業所を目指します。 

地域行事やイベント販売を通じて社会のルールやマナーを体感し、人

との係わりを通じてコミュニケーション力を養います。地域の人々との

交流を通じ、施設の理解や連携体制の構築に努めます。リサイクル事業

を中心に、新たな作業の開拓へも取組み、就労意欲の向上と利用者給金

の増に繋げます。 
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 ・定員に対する利用率＝９５％ 

 ・作業給金（一人当たり）月額= １２,０００円目標 

南方福祉作業

所｢あやめ園｣ 

利用者一人ひとりが楽しみと生きがいを持って地域で暮らし続けるた

めに、必要とされる生活動作やコミュニケーション力を身に付けられる

よう支援します。 

販売活動や地域行事・交流会等を通じて、地域社会の中で生きている

ことを体感できるよう支援します。作業給金については、カフェカレー

事業の販路拡大やケーキ作りに力を入れ、利用者給金に反映させ、利用

者の生きがいと意欲の向上に努めます。 

 ・定員に対する利用率＝８０％ 

 ・作業給金（一人当たり）月額= 生活介護  ２,０００円目標 

就労支援 １５,０００円目標 

障害者ケア

ホーム「カー

サにしき」 

地域社会の一員として、周りの人たちと共存していけるよう支援しま

す。暮らしの場、居場所としての役割を果たしながら、入居者と地域住

民同士が安心と安全な生活が出来るよう、関係機関等を含め円滑な関係

の構築に努めます。防災や事故防止に向けた対策の構築に努めます。 

・入居率 ＝ ９８％以上目標 
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№
1

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

迫
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(年
3
回
）

各
種
研
修

役
職
員
研
修

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

迫
支
所
だ
よ
り
の
発
行

年
間
８
回
　
支
所
だ
よ
り
発
行

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
事
業
説
明
と
地
域
を
訪
問
し
て
推
進
す
る

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

各
地
区
ご
と
開
催
。
社
協
会
費
の
収
納
事
務
説
明

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

（
地
域
づ
く
り
研
修
会
）

福
祉
活
動
推
進
員
に
対
し
て
社
協
事
業
の
理
解
を
図
る

推
進
員
研
修
と
併
せ
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

迫
の
ふ
く
し
祭
り
開
催

住
民
に
対
し
社
協
活
動
の
啓
発
と
愛
好
会
活
動
の
発
表

地
区
懇
談
会
の
開
催

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
連
携
し
、
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｲ
ご
と
に
開
催

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨの
活
性
化
の
為
、
事
業
申
請
等
を
推
進
す
る

迫
地
域
間
交
流
事
業

「
行
き
つ
け
サ
ロ
ン
お
で
っ
て
」

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
連
携
し
、
地
域
間
交
流
の
場
を
創
設
(サ
ロ

ン
等
）
し
、
地
域
内
外
の
輪
を
広
げ
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
す

る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
の
協

力
公
民
館
と
の
事
業
連
携
を
進
め
て
い
く

佐
沼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
へ
の
参
加

社
協
事
業
紹
介
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ
リ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

定
例
相
談
の
実
施

年
間
１
１
回
　
一
般
住
民
向
け
に
定
例
相
談
を
開
設
す
る

法
律
相
談
の
実
施

住
民
の
法
律
問
題
に
関
す
る
問
題
に
対
応
す
る
、
相
談
会
場
は
迫
と
中

田
の
2
ヶ
所
に
集
約
実
施

生
活
相
談
員
研
修
会

県
、
市
主
催
の
研
修
会
に
相
談
員
を
派
遣
し
技
能
向
上
を
図
る

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
各
種
業
務
(相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
-
研
修
会
の
実
施

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

各
学
校
で
の
総
合
学
習
で
の
福
祉
教
育
の
取
組
を
支
援
す
る

福
祉
体
験
学
習

迫
・
中
田
・
石
越
合
同
で
福
祉
に
対
す
る
意
識
向
上

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
活
動
費
助
成

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

3 4

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

生
活
相
談
事
業

5

地
域
福
祉
事
業

1
社
会
福
祉
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

一
般
配
分
金
事
業

2 3

迫
令

 和
 ２

 年
 度

　
事

 業
 計

 画
 書

事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

2

地
域
福
祉
推
進
事
業
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№
2

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

迫
令

 和
 ２

 年
 度

　
事

 業
 計

 画
 書

事
業
区
分

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
(緊
急
災
害
連
絡
カ
ー
ド
発
行
)
現
在
本
部
で
調
整
中
の
た
め
、
発
行
見
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
集
い

会
食
と
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
を
年
２
回
開
催
（
独
居
老
人
対
象
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び
に

人
材
育
成

地
域
間
交
流
事
業
(第
2
回
G
G
交
流

大
会
)

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
連
携
し
、
地
域
間
交
流
の
場
の
創
設
を
目

的
と
し
た
G
G
交
流
大
会
を
実
施
す
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
研
修
を
行
う
(２
回
)

ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
交
流
会

ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
同
士
の
交
流
・
つ
な
が
り
の
強
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

9
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施
(本
部
調
整
中
)

1
0
生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

介
護
認
定
に
よ
り
自
立
と
判
定
さ
れ
た
虚
弱
高
齢
者
に
対
し
て
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
提
供
(火
・
木
曜
日
実
施
)

1
1
家
族
介
護
者
交
流
事
業

家
族
介
護
者
交
流
事
業

介
護
法
指
導
、
研
修
会
を
実
施
し
、
介
護
者
の
健
康
増
進
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
、
登
米
市
全
体
行
事
と
し
て
交
流
会
実
施
、
支
所
で
教
室
実
施

1
2
移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利

用
受
付

ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機

能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

は
さ
ま
元
気
応
援
研
修
会

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

登
米
市
と
の
共
催
事
業
、
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
研
修
を
行
う
、
社
協

側
は
ミ
ニ
デ
イ
お
世
話
人
を
対
象
に
実
施
す
る

1
4
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を

確
保
す
る
(月
・
水
・
金
曜
日
に
市
内
統
一
実
施
)

1
6
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事

業
)に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
と

連
携
し
、
地
域
間
交
流
事
業
と
し
て
サ
ロ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
企
画
す

る

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

1
7
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

2
3
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

2
4
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

相
談
受
付
等
の
業
務

1
0
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

2
5
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業

8
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
活
動
育
成
事
業

4
一
般
配
分
金
事
業

1
社
会
福
祉
事
業

7 1
3

6
市
受
託
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
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№
3

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

登
米
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(年
3
回
）

登
米
支
所
運
営

社
協
登
米
支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

と
よ
ま
支
所
だ
よ
り
の
発
行

年
間
6
回
　
支
所
だ
よ
り
発
行
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
同
時
発

行
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
事
業
説
明
と
地
域
を
訪
問
し
て
推
進
す
る

福
祉
活
動
推
進
員
会
議

各
地
区
ご
と
開
催
。
社
協
会
費
の
収
納
事
務
説
明

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
に
対
し
て
社
協
事
業
の
理
解
を
図
る

地
区
懇
談
会
の
開
催

行
政
区
に
出
向
き
住
民
と
地
域
福
祉
活
動
の
意
見
交
換
を
行
う

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨの
活
性
化
の
為
、
事
業
申
請
等
を
推
進
す
る

定
例
相
談
の
実
施

年
間
１
１
回
　
一
般
住
民
向
け
に
定
例
相
談
を
開
設
す
る

法
律
相
談
の
実
施

住
民
の
法
律
問
題
に
関
す
る
問
題
に
対
応
す
る
、
相
談
会
場
は
迫
と
中

田
の
2
ヶ
所
に
集
約
実
施

生
活
相
談
員
研
修
会

県
、
市
主
催
の
研
修
会
に
相
談
員
を
派
遣
し
技
能
向
上
を
図
る

4
善
意
銀
行
運
営
事
業

預
託
物
品
の
受
入
、
払
出

預
託
品
の
受
付
払
出
事
務
を
行
う
(地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業
へ
移
行
)

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
各
種
業
務
(相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
-
研
修
会
の
実
施

福
祉
体
験
学
習
会

小
学
4
～
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
る

場
を
提
供
す
る

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

各
学
校
で
の
総
合
学
習
で
の
福
祉
教
育
の
取
組
を
支
援
す
る

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
活
動
費
助
成

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
(緊
急
災
害
連
絡
カ
ー
ド
発
行
)
現
在
本
部
で
調
整
中
の
た
め
、
発
行
見
合
わ
せ

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

会
食
と
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
を
年
２
回
開
催
（
独
居
老
人
対
象
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び
に

人
材
育
成

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

ミ
ニ
デ
イ
等
の
地
区
活
動
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
交
流
を
図

る

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
研
修
を
行
う

4
一
般
配
分
金
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

3
生
活
相
談
事
業

5
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

登
米

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書

事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

社
会
福
祉
事
業

8
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
活
動
育
成
事
業

2
地
域
福
祉
事
業

3
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

1

6
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

7
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
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№
4

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

登
米

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書

事
業
区
分

ミ
ニ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
ミ
ニ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
研
修
を
行
う

元
気
も
り
も
り
教
室

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

登
米
市
と
の
共
催
事
業
、
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
研
修
を
行
う
、
社
協

側
は
ミ
ニ
デ
イ
お
世
話
人
を
対
象
に
実
施
す
る

ミ
ニ
デ
イ
推
進
事
業
「
笑
っ
亭
」

ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
推
進
を
図
る

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
に
い
な
が
ら
で
も
観
点
に
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
プ
ル
タ

ブ
や
切
手
等
の
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
育
成
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

9
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

1
0
家
族
介
護
者
交
流
事
業

家
族
介
護
者
交
流
事
業

介
護
法
指
導
、
研
修
会
を
実
施
し
、
介
護
者
の
健
康
増
進
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
、
登
米
市
全
体
行
事
と
し
て
介
護
教
室
及
び
交
流
会
実
施

1
1
移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利

用
受
付

ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機

能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

元
気
も
り
も
り
教
室

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

登
米
市
と
の
共
催
事
業
、
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
研
修
を
行
う
、
社
協

側
は
ミ
ニ
デ
イ
お
世
話
人
を
対
象
に
実
施
す
る

1
3
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を

確
保
す
る
(月
・
水
・
金
曜
日
に
市
内
統
一
実
施
)

1
4
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事

業
)に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
と

連
携
し
、
地
域
間
交
流
事
業
と
し
て
サ
ロ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
企
画
す

る

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

1
5
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
6
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

1
7
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

相
談
受
付
等
の
業
務

1
0
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

1
8
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社

会
福

祉
事

業

4
一
般
配
分
金
事
業

8
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
活
動
育
成
事
業

6
市
受
託
事
業

1
2
ﾐﾆ
ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業
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№
5

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

東
和
地
区
委
員
会

東
和
地
区
の
福
祉
全
般
の
諸
課
題
を
協
議
検
討
す
る
。
(
年
3
回
）

地
区
委
員
移
動
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

支
所
運
営

社
協
東
和
支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
を
対
象
と
し
た
会
議
を
開
催
。

(
社
協
会
費
納
入
依
頼
も
行
う
）

地
域
福
祉
懇
談
会

区
長
、
町
内
会
長
、
民
生
委
員
、
福
祉
活
動
推
進
員
と
の
情
報
交
換

の
場

支
所
だ
よ
り
の
発
行
事
業

社
協
東
和
支
所
活
動
の
周
知
と
市
民
に
情
報
提
供
を
行
う
。

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

町
内
会
が
行
う
住
民
主
体
の
福
祉
教
育
普
及
及
び
地
域
活
動
に
活
動

費
の
一
部
を
助
成
し
、
地
域
の
福
祉
力
向
上
を
図
る
。

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

見
守
り
が
必
要
な
方
に
対
し
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
地
域
で
見

守
る
体
制
を
構
築
す
る
。

地
域
づ
く
り
研
修
会

推
進
員
研
修
と
併
せ
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

定
例
相
談
所
の
開
設

地
域
の
困
り
ご
と
に
対
処
す
る
た
め
、
定
期
的
に
生
活
相
談
所
を
支

所
内
に
開
設
す
る
。
(
月
１
回
、
２
名
の
相
談
員
他
）

生
活
相
談
員
会
議
・
研
修
会

相
談
員
技
法
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

防
災
研
修
会

災
害
時
に
お
け
る
知
識
と
組
織
活
動
の
強
化
を
図
る
。

災
害
研
修
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
催
（
3
回
）

災
害
時
備
品
整
備

災
害
時
に
備
え
、
必
要
な
物
品
を
整
備
す
る
。

福
祉
体
験
学
習
会

小
学
4
～
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
る
場
を
提
供
す
る

2
4
時
間
テ
レ
ビ
街
頭
募
金
活
動

小
学
4
～
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
募
金
活
動
を
体
験

福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
」
を
含
む
地
域
福
祉
に
関
す
る
学
習
を

通
し
て
、
地
域
課
題
に
目
を
向
け
た
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
の
場
を
提
供
す
る

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
連
絡
会
議

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
対
象
校
へ
の
事
業
説
明
と
情
報
交
換

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
活
動
費
助
成

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

社
会
福
祉
事
業

1

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

9
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

1
1

地
域
福
祉
事
業

3
生
活
相
談
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

6
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

東
和

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業
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№
6

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

東
和

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

玄
米
ダ
ン
ベ
ル
教
室

（
高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

や
ま
ぶ
き
会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
会
（
3
回
、
内
1
回
は
ボ
ラ
友
主
催
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を

図
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

活
動
状
況
や
課
題
点
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
を
行
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
向
上
と
活
性
化
を
図
る
。

玄
米
ダ
ン
ベ
ル
講
習
会

ダ
ン
ベ
ル
体
操
の
普
及
す
る
た
め
の
人
材
育
成

和
話
輪
推
進
研
修
会

市
と
共
催
（
年
6
回
）
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

を
兼
ね
る
。
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
支
援

自
主
運
営
に
伴
う
後
方
支
援

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

1
3
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

1
4

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

介
護
認
定
に
よ
り
自
立
と
判
定
さ
れ
た
虚
弱
高
齢
者
に
対
し
て
デ
イ

サ
－
ビ
ス
提
供

1
6

移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

1
7

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

1
8

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る

2
0
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事

業
)に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
2
2

東
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

東
和
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

年
間
を
通
じ
て
施
設
の
維
持
管
理
及
び
貸
出
業
務
を
行
う
。

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

2
6

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
か
方
に
対
し
て

金
銭
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

2
7

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

県
社
協
で
貸
付
を
行
う
生
活
福
祉
資
金
の
借
受
申
請
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
、
ま
た
申
請
を
受
理
し
本
部
に
進
達
す
る
。

1
0

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

2
8

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

6
市
受
託
事
業

社
会
福
祉
事
業

1

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

1
2

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

1
1

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
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№
7

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

中
田
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(
年
3
回
）

役
職
員
研
修
会

内
・
外
部
研
修
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
。
役
職
員
意
見
交
換

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

社
協
会
費
の
徴
収
依
頼
の
他
、
社
協
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
。
（
年
1
回
6
月
）

地
域
福
祉
研
修
会

(福
祉
活
動
推
進
員
研
修
)

各
行
政
区
の
福
祉
活
動
推
進
員
な
ど
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
福
祉
課

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
学
ぶ
。

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
が
行
う
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
助
成
金
を
交
付
す
る
。

福
祉
懇
談
会
及
び
そ
の
他
の
地
域

福
祉
事
業

住
民
の
社
協
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
住
民
と
社
協
が
協
働

し
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
福
祉
活
動
推
進
員
な
ど
の
業
務
中

の
事
故
に
備
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る
。

な
か
だ
の
秋
ま
つ
り
(社
会
福
祉

チ
ャ
リ
テ
ィ
－
バ
ザ
－
)

地
域
住
民
か
ら
の
物
品
寄
付
に
よ
る
バ
ザ
-
を
な
か
だ
の
秋
祭
り
に
合
わ

せ
開
催
し
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
。
(中
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

と
共
催
)

支
所
だ
よ
り
発
行
事
業

社
協
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

年
間
6
回
発
行

3
生
活
相
談
事
業

困
り
ご
と
何
で
も
相
談

日
常
生
活
で
の
困
り
事
の
相
談
を
受
け
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

定
例
会
相
談
会
(月
1
回
)、
相
談
員
連
絡
会
議
(4
月
)

生
活
相
談
員
、
行
政
相
談
員
、
消
費
生
活
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会

地
域
住
民
へ
対
し
、
防
災
へ
の
意
識
の
向
上
を
目
的
に
行
う
。

R
2
:
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
学
習

障
害
者
、
要
援
護
者
の
立
場
に
な
り
、
福
祉
理
解
を
推
進
す
る
(学
校
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
随
時
実
施
)

福
祉
体
験
学
習
講
座

小
学
校
4
～
6
年
生
を
対
象
に
福
祉
体
験
学
習
(年
2
回
)

ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
助
成

金
を
交
付
。
情
報
交
換
会
（
4
月
）

中
学
校
交
流
事
業

中
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交
流
や
地
域
福
祉
学
習
会
を
行
う
。

1
社
会
福
祉
事
業

4
一
般
配
分
金
事
業

5
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

3

地
域
福
祉
推
進
事
業

地
域
福
祉
事
業

2

2

中
田

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書
事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業
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№
8

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

中
田

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書
事
業
区
分

マ
ロ
ニ
エ
会
支
援

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
交
流
事
業

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
趣
味
活
動
の
促
進
と
中
田
町
老
連
の
つ
ど
い
で

発
表
を
行
う
。

サ
ン
タ
の
宅
配
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
達
事
業
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
す
る
。

サ
ン
タ
の
宅
配
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

老
連
の
集
い

中
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
交

流
を
推
進
す
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
事
業
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
情
報
交
換
と
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
研
修
会

を
行
う
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
7
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ

る
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
作
成
か
ら
配
達
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。

サ
ラ
ダ
会
研
修
会

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
各
種
研
修
を
行
う
。

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

使
用
済
み
切
手
や
プ
ル
タ
ブ
な
ど
の
収
集
を
行
い
、
福
祉
活
動
に
役
立

て
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
事
業

中
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成
金
を
交
付
す
る
。

ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
交
流
会

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換
な
ど
を
行

い
、
開
催
内
容
の
充
実
を
図
る
。

和
輪
話
推
進
研
修
会

登
米
市
と
協
働
事
業
。
年
6
回
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
介

護
予
防
の
推
進
や
集
ま
る
場
の
充
実
を
図
る
。

5
歳
末
助
け
合
い
配
分
金
事
業

8
地
域
支
え
合
い
事
業

地
域
支
え
合
い
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
元
に
生
活
困
窮
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
、

被
災
世
帯
な
ど
を
支
援
す
る
。

9
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

1
0

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
1
1

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
2

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

1
3

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相

談
受
付
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還

に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

1
0

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

1
4

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社
会
福
祉
事
業

4
一
般
配
分
金
事
業

6
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

6
市
受
託
事
業
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№
9

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

豊
里
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(
年
3
回
）

委
員
研
修
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議
（
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
研
修
会

健
康
づ
く
り
交
流
研
修
会
へ
の
参
加
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
（
1

回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
2
0
行
政
区
）

地
区
懇
談
会

社
協
事
業
の
紹
介
・
意
見
交
換

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

見
守
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
の
班
単
位
で
の
見
守
り
活
動

だ
が
し
屋
カ
フ
ェ

世
代
間
交
流
の
場
の
提
供
。
駄
菓
子
・
飲
み
物
の
販
売
（
年
2
回
）

支
所
だ
よ
り
発
行

年
6
回
発
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

福
祉
推
進
員
、
地
区
委
員
、
生
活
相
談
員
を
対
象

生
活
相
談
所
の
開
設

生
活
相
談
所
・
行
政
相
談
所
・
人
権
相
談
所
の
開
設
（
毎
月
）

生
活
相
談
員
会
議

１
年
間
の
割
り
当
て
等
の
会
議
（
年
1
回
）

相
談
員
各
種
研
修
会

各
種
研
修
会
へ
の
参
加

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

災
害
ボ
ラ
セ
ン
研
修
会
（
1
回
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
だ
よ
り
発
行

年
6
回
発
行

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
へ
活
動
費
助
成

福
祉
体
験
学
習
会

小
学
4
～
6
年
生
を
対
象
と
し
た
福
祉
体
験
教
育
（
年
1
回
）

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ニ
ア
ポ
ー
ズ
・
視
覚
障
害
者
体
験
等

健
康
づ
く
り
交
流
研
修
会

住
民
が
健
康
で
社
会
参
加
を
し
、
交
流
を
図
れ
る
環
境
づ
く
り
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
）

母
子
福
祉
会
支
援

母
子
福
祉
会
へ
の
支
援

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
し
た
交
流
会
の
実
施
（
年
2

回
）

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
会
支
援
（
町
老
連
共
催
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び
に

人
材
育
成

認
知
症
カ
フ
ェ

地
区
内
の
福
祉
事
業
所
と
協
力
し
開
催
（
年
3
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
一
般
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
研
修
会
の
実
施
（
年
1
回
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
赤
い
羽
根
く
じ
引
き
、
だ
が
し
屋
、
カ
フ
ェ
な
ど
の

開
催
（
年
1
回
）
。
青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
同
時
開
催

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

業
5

1
社
会
福
祉
事
業

7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

6
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

3
生
活
相
談
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2
地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

豊
里

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業
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№
1
0

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

豊
里

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
研
修
会
の
実
施
（
年
1
回
）

和
話
輪
推
進
研
修
会

ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
う
研
修
会
の
実
施

（
年
1
回
）

福
祉
団
体
助
成
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成
と
支
援

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

9
移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利

用
受
付

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
開
催

豊
里
い
き
い
き
元
気
講
座
（
和
話

輪
推
進
研
修
会
）

ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
等
を
対
象
に
市
と
協
力
し
て
開
催
（
年
6
回
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
代
表
者
会
議

社
協
か
ら
の
説
明
と
次
年
度
計
画
（
年
1
回
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
（
週
3
回
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
代
表
者
会
議

社
協
か
ら
の
説
明
と
次
年
度
計
画
（
年
1
回
）

1
2

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
（
地
域
支
援
事
業
）

に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
・
ケ
ア
会
議
・
支
援
員
研
修
会

ケ
ア
会
議

関
係
機
関
情
報
交
換
（
必
要
時
）

8
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

1
4

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

各
種
資
金
の
貸
付
事
務

9
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

1
5

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社
会
福
祉
事
業

7
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
3

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
0

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

1
1

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

6

7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

市
受
託
事
業

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4
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№
1
1

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

米
山
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）
、
地
区
委
員
研
修
会
（
年
1
回
：
南
方
支
所
合
同
）

各
種
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

社
協
事
業
の
説
明
及
び
社
協
会
費
へ
の
協
力
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修

福
祉
活
動
推
進
員
の
役
割
及
び
社
協
事
業
の
説
明
（
年
1
回
）

地
区
懇
談
会

社
協
事
業
の
紹
介
・
意
見
交
換

支
所
だ
よ
り
発
行

よ
ね
や
ま
支
所
だ
よ
り
の
発
行
（
年
8
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
全
行
政
区
）

生
活
相
談
所
の
開
設

定
例
相
談
所
開
設
（
年
1
2
回
：
行
政
相
談
と
合
同
）

法
律
相
談

各
種
研
修

各
研
修
会
へ
の
参
加
（
県
社
協
、
本
部
主
催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
年
1
回
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
訓
練

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
（
年
1
回
）

各
種
研
修
会
へ
の
参
加

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
学
習

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
を
中
心
に
福
祉
学
習
を
す
る

夏
休
み
福
祉
体
験
学
習
会

体
験
を
通
し
て
福
祉
を
理
解
し
て
も
ら
う
（
年
1
回
：
南
方
支
所
合
同
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
連
絡
会
議
（
年
1
回
）

町
内
小
学
校
・
中
学
校
へ
の
助
成
（
4
校
）

ま
る
ご
と
ち
ゃ
れ
ん
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
を
取
り
高
齢
者
や
子
供
た
ち
と
の
世
代
間
交
流
を
図

る
（
年
1
回
）

ふ
れ
あ
い
会
食
会

概
ね
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
会
食
会
（
年

1
回
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
集
い
の
場

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

6
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事

業

7
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

4
一
般
配
分
金
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

米
山

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

3
生
活
相
談
事
業

1
社
会
福
祉
事
業

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

2 3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

5
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№
1
2

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

米
山

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

地
域
支
援
研
修
会

地
域
で
活
躍
す
る
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
の
意
識
を
高
め
資
質
向
上
を
図
る
（
年
1
回
：
南

方
支
所
合
同
）

衛
生
管
理
・
食
品
管
理
に
つ
い
て
の
移
動
研
修
会
（
年
1
回
）

弁
当
つ
く
り
を
通
し
技
術
向
上
と
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
（
年
1
回
）

環
境
美
化
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動

清
掃
を
通
し
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
意
識
を
高
め
る
（
年
2
回
）

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
交
流
会

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
を
対
象
に
説
明
会
及
び
交
流
を
図
る
（
年
1
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

米
山
町
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
友
の
会
へ
の
助
成

い
き
い
き
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
研
修
会

行
政
と
共
催
に
よ
る
地
域
を
活
発
に
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
（
年
5
回
）

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

9
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施
(本
部
調
整
中
)

1
0

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

要
介
護
に
な
ら
な

い
た

め
の

介
護

予
防

事
業

。
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

実
施

（
週

1
回
利
用
可
）

1
1

家
族
介
護
者
支
援
事
業

家
族
介
護
者
支
援
事
業

在
宅
で
介
護
を
す
る
人
た
ち
の
支
援

1
2

移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利
用
受

付

1
3

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

1
4

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る
（
月
・
水
・
金
）

1
6
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事
業
)に
向

け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

2
1
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る
。

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

2
3

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、

日
常
的
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
定
期
的
に
生
活
支
援
員
が
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

2
4

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相
談
受

付
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還
に
関
す

る
事
務

1
0

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

2
5

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社
会
福
祉
事
業

8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事

業

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会

6
市
受
託
事
業
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№
1
3

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

石
越
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(
年
3
回
）

各
種
研
修

役
職
員
研
修

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
委
員
長
を
対
象
と
し
た
会
議
を
開
催
す
る
（
社
協
会

費
の
納
入
依
頼
も
行
う
）
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
（
年
1

回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
の
福
祉
力
向
上
及
び
活
性
化
を
目
指
し
つ
つ
地
域
福
祉
活
動

（
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
）
の
充
実
へ
向
け
た
推
進
を
図
る

地
区
懇
談
会

社
協
事
業
の
紹
介
・
意
見
交
換

小
地
域
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
連
絡
会

各
行
政
区
で
組
ま
れ
て
い
る
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
意
見
交

換
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
合
う

福
祉
ﾁ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ

地
域
住
民
よ
り
物
品
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
ﾁ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ
を
開
催

し
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る

支
所
だ
よ
り
発
行

社
協
石
越
支
所
活
動
を
周
知
し
、
市
民
に
情
報
提
供
を
行
う
（
年
6

回
）

3
生
活
相
談
事
業

生
活
相
談
所
開
設

（
困
り
ご
と
何
で
も
相
談
）

地
域
の
困
り
ご
と
に
対
処
す
る
た
め
、
定
例
的
に
生
活
相
談
所
を
支
所
内
に

開
設
す
る
（
毎
月
1
回
開
催
、
年
4
回
行
政
相
談
員
）
、
生
活
相
談
員
研
修
参

加

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
運
営
会
議
を
行
い
設
置
訓
練
を
開
催
す
る

石
越
中
学
校
と
の
合
同
研
修

石
越
中
学
校
全
学
年
生
徒
を
対
象
に
先
生
方
と
共
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
（
防
災
学
習
）
を
実
施
す
る
。

ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
体
験
学
習

ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
体
験
を
中
心
に
福
祉
学
習
を
す
る

福
祉
体
験
学
習

町
内
の
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
福
祉
体
験
学
習
を
行
う

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
へ
活
動
費
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
情
報
交
換

会
学
校
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
指
定
事
業
の
説
明
と
情
報
交
換

だ
が
し
屋
カ
フ
ェ

石
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
と
協
力
し
、
世
代
間
交
流
を
図
り

な
が
ら
物
を
買
う
な
ど
、
社
会
認
識
を
学
ぶ
。

と
っ
て
お
き
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

一
人
暮
ら
し
等
高
齢
者
を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
す
る

ふ
れ
あ
い
会
会
食
会

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
会
食
会
を
実
施
す
る

社
会
福
祉
事
業

7
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

一
般
配
分
金
事
業

6
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

地
域
福
祉
事
業

4

1

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

5
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2

石
越

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業
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№
1
4

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

石
越

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

サ
ー
ク
ル
等
の
支
援

子
育
て
支
援
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
「
ま
ご
ま
ご
ｻ
ｰ
ｸ
ﾙ
」
、
在
宅
介
護
家
族
の
会

「
菜
の
花
の
会
」
活
動
等
の
後
方
支
援

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
養
成
講
座

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
人
口
を
増
や
す
た
め
、
人
材
育
成
を
図
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
調
理
・
配
達
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
に
活
用
で
き
る
講
話
や
実
習
を
開

催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

和
輪
話
推
進
研
修
会

介
護
予
防
推
進
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
開
催

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

9
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施
(本
部
調
整
中
)

1
0

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

生
き
が
い
対
応
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

介
護
認
定
に
よ
り
自
立
と
判
定
さ
れ
た
虚
弱
高
齢
者
に
対
し
て
デ
イ

サ
－
ビ
ス
提
供

1
1

家
族
介
護
者
交
流
事
業

家
族
介
護
者
交
流
事
業

介
護
法
の
指
導
、
研
修
会
を
実
施
し
、
介
護
者
の
健
康
増
進
・
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
（
年
1
回
：
本
部
開
催
）

1
2

移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

1
3

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る
（
年
6
回
：
和
話

輪
研
修
開
催
）

1
4

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る

1
6
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事

業
)に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
2
2

石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

石
越
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
指
定
管
理
業
務

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

2
3

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
金

銭
管
理
等
の
支
援
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

2
4

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の

相
談
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
携
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償

還
に
関
す
る
事
務
を
行
う

1
0

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

2
5

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社
会
福
祉
事
業

7
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

一
般
配
分
金
事
業

8
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

6
市
受
託
事
業

4
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№
1
5

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

南
方
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）
、
地
区
委
員
研
修
会
（
年
1
回
）

各
種
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
研
修
会
（
年
1
回
）

支
所
だ
よ
り
発
行

み
な
み
か
た
支
所
だ
よ
り
の
発
行
（
年
1
0
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
全
行
政
区
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

見
守
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
の
班
単
位
で
の
見
守
り
活
動

生
活
相
談
所
の
開
設

定
例
相
談
所
開
設
（
年
1
2
回
：
行
政
相
談
同
時
開
催
）

各
種
研
修

各
研
修
会
へ
の
参
加
（
県
社
協
、
本
部
主
催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
年
3
回
）

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
学
習

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
を
中
心
に
福
祉
学
習
を
す
る

福
祉
体
験
学
習
会

体
験
を
通
し
て
福
祉
を
理
解
し
て
も
ら
う
（
年
2
回
：
米
山
支
所
と
共
催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
連
絡
会
議
（
年
1
回
）

町
内
小
学
校
・
中
学
校
へ
の
助
成
（
4
校
）

南
天
の
会

概
ね
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た

会
食
交
流
会
（
年
2
回
）

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
発
行

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
(
希
望
)
に
対
し
、
カ
－
ド
を
発
行
し
、
事
故
等
が
あ
っ

た
場
合
に
身
元
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

地
域
福
祉
推
進
事
業

3
生
活
相
談
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

6
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2

南
方

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

1
社
会
福
祉
事
業

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

7
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

8
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

地
域
福
祉
事
業

2
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№
1
6

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

南
方

令
 和

 ２
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書

事
業
区
分

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

衛
生
管
理
・
食
品
管
理
に
つ
い
て
の
研
修
会
（
年
3
回
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会

和
話
輪
研
修
会
（
年
5
回
：
登
米
市
と
共
催
）

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会
（
年
1
回
）
、
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業
説
明
会
（
年

1
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
な
み
か
た
へ
の
助
成

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

9
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

1
0

家
族
介
護
者
交
流
事
業

家
族
介
護
者
交
流
事
業

交
流
会
（
年
1
回
：
本
部
主
催
）

1
1

移
送
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利
用
受

付

1
2

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

1
3

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理
し
、
居
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確
保
す
る

1
4
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事
業
)に
向
け
た
各

種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
5

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
的

に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
定
期
的
に
生
活
支
援
員
が
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

8
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

1
6

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相
談
受
付
窓
口

と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還
に
関
す
る
事
務

9
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

1
7

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1
社
会
福
祉
事
業

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

9
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

6
市
受
託
事
業
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№
1
7

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

津
山
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）

委
員
研
修
会

地
区
委
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
実
施
（
年
1
回
）

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
へ
会
費
や
社
協
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
実
施
（
年
１

回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
・
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
長
・
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
（
年
１
回
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
、
軽
度
な
生
活
支
援

を
実
施
。
毎
月
民
協
定
例
会
に
て
、
報
告
。

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

行
政
区
で
実
施
す
る
地
域
活
動
へ
の
助
成
事
業

広
報
紙
の
発
行

つ
や
ま
だ
よ
り
：
公
民
館
と
共
同
作
成
、
津
山
町
の
情
報
を
掲
載
（
年
1
2

回
）

支
所
だ
よ
り
：
主
に
社
協
事
業
の
周
知
を
し
て
い
く
（
年
6
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
取
り
ま
と
め
、
加
入

困
り
ご
と
何
で
も
相
談
所

定
例
的
に
地
域
住
民
へ
向
け
た
相
談
所
を
開
設
（
毎
月
第
４
金
曜
日
）

会
議
研
修
会
へ
の
参
加

生
活
相
談
員
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
だ
よ
り
発
行
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
情
報
を
掲
載
（
年
３
回
）

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会

防
災
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
（
年
１
回
）

福
祉
体
験
学
習

小
学
4
～
6
年
生
を
対
象
に
福
祉
を
学
ぶ
た
め
の
体
験
学
習
を
実
施
（
年
１

回
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
を
指
定
し
、
校
内
の
福
祉
活
動
へ
助
成

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
打
合
せ
会

指
定
校
の
担
当
教
諭
と
の
打
合
せ

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

児
童
生
徒
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
体
験
学
習
（
年
1
回
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
携
事
業

子
供
育
成
会
・
公
民
館
・
教
育
事
務
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

事
業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
ど
も
ま
つ
り
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

趣
味
活
動
支
援
事
業

趣
味
活
動
の
場
を
提
供
し
生
き
が
い
づ
く
り
の
増
進
を
図
る
(
週
１
回
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会
の
開
催
（
年
２
回
）

地
域
サ
ロ
ン
事
業

地
域
住
民
が
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
サ
ロ
ン
の
開
催
（
1
回
/
２
か
月
）

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

1
社
会
福
祉
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

32

5

地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

3
生
活
相
談
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

4 6

津
山

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書
事
業
区
分

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業
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№
1
8

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

津
山

令
　

和
　

２
　

年
　

度
　

事
　

業
　

計
　

画
　

書
事
業
区
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
助
成

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
へ
助
成
金
の
交
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
講
座
を
実
施
（
年
１
回
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
共
催
事
業
（
年
1
回
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
研
修
会
（
年
１
回
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
開
催

和
輪
話
推
進
研
修
会

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
・
ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
（
年
6
回
）

9
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
（
週
３
回
）

1
0

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
（
地
域
支
援
事
業
）
に
向

け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

6
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
1

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
・
ケ
ア
会
議
・
支
援
員
研
修
会

7
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

1
2

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

各
種
資
金
の
貸
付
事
務

8
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

1
3

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

4

1
社
会
福
祉
事
業

一
般
募
金
配
分
金
事
業

5
市
受
託
事
業

8
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

7
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